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【【研研究究背背景景とと目目的的】】すりつぶした細胞や組織を使用する従来の生化学的手法に変わり、臓器全体から 1 分子スケール 
までカバーできる多階層解析が可能な近年のバイオイメージング技術を活用して、組織や細胞中の分子の種類と空間 
情報を統合して網羅的解析する「バイオイメージング生化学」の創成を目指した。本研究を、全細胞・全分子の時空間

情報の高度な統合計測と解析を行う次世代の生化学成立に向けた足がかりとすることを目的とした。 
【【方方法法とと結結果果】】細胞や組織中の発現分子を空間的に網羅解析するためのイメージングデバイスや分子ラベリング法   
開発を推進した。新規ライトシート顕微鏡デバイスdescSPIMを開発、動物全身、脳、肺、発生肺などの多様な臓器の

3 次元分子空間発現解析に成功した（Otomo＋ Nat Commun 2024）。関連技術をマウス脳活動解析、マウス           
アルツハイマー病モデルマウスのアミロイドβ・Tau タンパク質沈着解析に応用、睡眠の神経制御機構や Aβの     
age-dependentな沈着進行に関する新規機序の提案を行った（Kon＋ Nat Commun 2024; Yanai＋ Brain Commun. 
2024; Mitani＋ bioRxiv 2025）。さらに、分子発現の網羅的空間発現解析に関する新しいオミクス解析手法 cell-omics
と、その拡張としての3D空間オミクスの概念提案を行った（Mitani, Susaki＋ Nat Methods 2024; Susaki. Microscopy
（Oxf）2024）。 
【【考考察察】】本研究成果は、当研究の最終目的である全細胞 1 分子解像度情報取得や、3D 空間オミクスと空間            
プロテオーム等の別モダリティの空間オミクスを組み合わせた新規の空間マルチオミクス解析ワークフローの実現に

直結し、「バイオイメージング生化学」の創成に寄与する成果であると期待される。 
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図：代表的成果。（A）descSPIMと撮影例（B）Cell-omicsと3D空間オミクスの概念提案 
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